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ポイント 
① 副作⽤の観点から、治療薬に依存しないがんの治療法が求められていました
② がん特異的に強⼒な炎症を引き起こす細胞医薬の開発に世界初めて成功し、からだ⾃⾝にが

んを治療させるという新しいがんの治療法を動物実験にて提唱しました
③ 臨床応⽤に向けて今後はさらなる安全性の向上を⽬指します

概要 
 抗がん剤などの治療薬を⽤いたがん治療は、2 週間毎に 1 回というように複数回の投与によって治療
効果を発揮します。抗がん剤を投与すればするほど治療効果は出る反⾯、副作⽤のリスクはますます⾼
まってきます。そのため、抗がん剤に依存しないがんの治療法が望まれていました。 
 今回、「からだ⾃⾝にがんを治療させる」細胞医薬の開発に世界で初めて成功し、新しいがんの治療法
を提唱しました。 
 九州⼤学⼤学院⼯学研究院の⽚⼭佳樹教授、新居輝樹助教、および⾕⼾謙太⼀貫制博⼠過程 4 年らの
研究グループは、がんで炎症の「Trigger（引き⾦）役」となる細胞医薬（MacTrigger と命名）を開発し
ました。マウスを⽤いた動物実験において、注射後がんまで効率よく辿り着いた MacTrigger は、そこ
で強い炎症を引き起こします。すると、「異物の排除」というからだ本来がもつ能⼒によって、がんの成
⻑を効率よく抑制しました。 このがん治療はあくまでからだ⾃⾝が⾏っているため、マウスの実験では
⼤きな副作⽤は観察されていません。また、がん以外には Trigger として働かないように「ロック機能」
が MacTrigger には搭載されているため、健康な臓器には炎症を引き起こしませんでした。これは副作
⽤のリスクを極限まで減らせたことを意味します。 今回開発した MacTrigger は、「がんを殺傷する治療
薬」というこれまでの細胞医薬とは異なり、「からだ⾃⾝にがんを治療させるきっかけを与える物質」と
いう全く新しい概念の細胞医薬の考え⽅を提案するものです。 
 今回の研究は、がん治療の新しいコンセプトを世界に提唱するものであり、今後、さらに基礎研究を
進め、ステップをクリアしていくことで臨床応⽤への展開が期待されます。 
 本研究成果は、国際誌「Journal of Controlled Release」に 2023 年 4 ⽉ 19 日（⽇本時間）に掲載さ
れました。 

「治療薬」ではなく「引き⾦」を投与することで⾝体⾃らががんを退治する 
がんのリング上で戦いのゴングを鳴らす細胞医薬

開発研究者からひとこと 
がん患者さんに投与するものは
治療薬だというイメージを変え
るものになると信じています。 
薬に頼らないがんの治療法とし
て世に確⽴していきたいです。 



【研究の背景と経緯】 
 がんは死因第⼀位の疾患であり、早急に解決しなければならない問題です。そんながんの治療におい
て、抗がん剤の投与は最も⾏われている⼿段の⼀つとして世間⼀般的に知られています。これは、体内
に投与された抗がん剤の⼀部ががんに到達することで効果を発揮します。しかしながら、投与された抗
がん剤の多くは体内で代謝、消失するために効果が⻑続きしません。そのため、抗がん剤を複数回投与
することが⼀般的となっています。複数回投与によって確かに抗がん剤の効果は各段に向上しますが、
その⼀⽅で副作⽤のリスクはますます⾼まっていきます。このような背景から、抗がん剤に依存するこ
となく⽣体がもつ潜在能⼒を最⼤限に活かす免疫療法が近年注⽬されてきました。しかしながら、がん
は免疫からの攻撃を回避できるため、免疫療法で⼗分な効果を発揮できないという現状があります。そ
こで我々は、抗がん剤治療と免疫療法のそれぞれの問題点を同時に解決できる新しいがん治療の確⽴を
⽬指しました。ここでは私たちが⽇々経験している異物排除能(※1)を活⽤した新しいがんの治療法を
提唱します。 

 

【研究の内容と成果】 

 がん全体を『治る傷』（急性の炎症組織）にするためのアイテムとして、我々は免疫細胞の⼀つである
マクロファージに着⽬しました。マクロファージはがんに積極的に集積します。さらに、がんに集積し
たマクロファージは通常型（M0 型）から抗炎症型（M2 型）に分極する(※2)ことが知られています。
我々はこのマクロファージのユニークな性質を活⽤し、M2 型に分極することで初めて炎症性物質を⼀
気に放出するよう遺伝⼦を改変したマクロファージ“MacTrigger”を開発しました。この MacTrigger はが
んに到達するとおよそ 4 ⽇以内で消滅するようにプログラミングされています。そんな MacTrigger を担
がんマウスに注射したところ、MacTrigger が消失する 4 ⽇よりはるかに先の 8 ⽇以降から抗がん効果が
確認されました。従来の抗がん剤治療に従えば、MacTrigger が消失する 4 ⽇おきに投与するかもしれま
せんが、本研究では最初の 1 回の投与で強⼒な抗がん効果が得られたことになります。この現象を詳し
く調べるためにがんを取り出してみたところ、炎症の程度を⽰す様々な値が上昇していることが分かり
ました。特に、⽣体からの異物の排除に最も関与するナチュラルキラー（NK）細胞やキラーT 細胞とい
った免疫細胞ががんに侵⼊していることを確認しました。これは MacTrigger によって炎症となったがん
をからだが排除しようとしている証拠になりました。そんな強⼒に炎症を引き起こす「Trigger（引き⾦）」
となる MacTrigger ですが、全⾝に作⽤することがあれば⼤問題となってしまいます。つまり、がん以外
の正常な臓器に到達したとしてもそこで炎症を引き起こさないようコントロールしておくことが⼤切
です。実際に MacTrigger を担がんマウスに注射すると、健康な臓器にも⼀定数集積しますが、臓器の炎
症といった副作⽤は確認されませんでした。臓器に集積した MacTrigger を取り出して詳しく調べてみる
と、M2 型に分極せず M0 型で存在し続けていることが分かりました。つまり、M2 型に分極しない限り
炎症を引き起こさない「ロック機能」を MacTrigger に搭載したことで安⼼して投与することが可能とな
ったのです。 

 

【今後の展開】 

 本研究では、がんでのみ強⼒に炎症を引き起こす細胞医薬（MacTrigger）の開発に成功しました。今
後は臨床応⽤に向け、効果の最⼤化やさらなる安全性の担保など MacTrigger を最良な細胞医薬へと育
成していく予定です。 

 



【参考図】 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【⽤語解説】 

(※1) 異物排除能 

感染などによって炎症となった細胞（傷）は⽣体から異物と認識されるようになり、NK 細胞やキラー
T 細胞といった免疫細胞によって⽣体から排除される。 

(※2) マクロファージの分極 

マクロファージは組織環境に応じて、M1 型や M2 型に⾃在に変⾝する。特にがんにおいては M2 型に
変⾝することでがんを免疫抑制的な環境へと導く。 
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図 本研究の概略図 

炎症の引き⾦となるマクロファージ（MacTrigger と命名）の開発に成功した。この MacTrigger

は、M2 型に分極することで初めて強⼒に炎症を引き起こすよう遺伝⼦操作がなされている。
注射された MacTrigger はがんに積極的に集積し、そこで M2 型に分極することで炎症性物質を
⼀気に放出する。強⼒に炎症を引き起こしたがんは、からだがもつ異物排除能によって成⻑が
抑制される。また、万が⼀正常な臓器に集積したとしても、M2 型には分極せず炎症を引き起こ
さないため副作⽤のリスクは最⼩限に抑えられる。 
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